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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第44期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第43期

会計期間

自平成21年
３月16日
至平成21年
６月15日

自平成22年
３月16日
至平成22年
６月15日

自平成21年
３月16日
至平成22年
３月15日

売上高（百万円） 58,459     58,733 232,300

経常利益（百万円） 1,768 1,468 7,786

四半期（当期）純利益（百万円） 1,012 840 3,691

純資産額（百万円） 82,995 84,716 85,664

総資産額（百万円） 170,112 172,144 166,458

１株当たり純資産額（円） 3,373.51 3,514.20 3,481.51

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 41.18 34.32 150.16

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額

（円）
－ － －

自己資本比率（％） 48.7 49.2 51.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
4,103 5,692 7,301

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,455 △755 △4,131

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
1,339 △150 △1,311

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高

（百万円）
25,166 27,823 23,037

従業員数（人） 2,165 2,162 2,112

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 

 

３【関係会社の状況】

  当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年６月15日現在

従業員数（人） 2,162(3,328)

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内にパートタイマー及び嘱託（８時間換算、平均雇用人員）を外数で記載して

おります。

　

(2）提出会社の状況

 平成22年６月15日現在

従業員数（人） 2,087(3,218)

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内にパートタイマー及び嘱託（８時間換算、平均雇用人員）を外数で記載して

おります。
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

    (1）仕入実績

区分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

前年同四半期比

　 金額（百万円）　 （％）　

医薬品 6,430 97.7

化粧品 3,988 104.2

雑貨 14,608 102.3

一般食品 23,328 103.6

合計 48,356 102.5

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　複数の事業を有しておりませんので主要品目別区分により記載しております。

(2）販売実績

(a）地区別売上高

所在地　

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

前年同四半期比

　 　 金額（百万円） 　　　　　　（％）

東北地方 　 14,910 102.4

関東地方 　 40,475 98.8

甲信越・東海地方 　 3,347 114.7

合計 　 58,733 100.5

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

(b）商品別売上高

区分

当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

前年同四半期比

　 金額（百万円） 　　　　（％）

医薬品 9,369 96.4

化粧品 4,873 101.5

雑貨 17,103 100.1

一般食品 27,387 102.0

合計 58,733 100.5

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　複数の事業を有しておりませんので主要品目別区分により記載しております。

３　主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

当社グループは一部掛売りによる販売も行っておりますが、一般消費者に対する店頭販売がほとんどであり

ます。
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２【事業等のリスク】

　当第１四半期連結会計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

３【経営上の重要な契約等】

      当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

(1）業績の状況

  当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、前年度後半から一部製造業に輸出、生産の回復が見られたも

のの、本格的な回復とは至らないまま推移しました。個人消費においては、エコカー減税・補助金制度が延長される

等、経済政策が実施されておりますが、本格的な回復に至らないまま推移いたしました。

　当社グループが所属するドラッグストア業界におきましては、改正薬事法施行による売場変更の影響や、前年の冷

夏暖冬の影響からくる花粉関連商品の低迷等がありました。また、ライフスタイルに合わせた美容や健康等に関わ

る生活必需品に関しては、一部需要の高まりが見られるものの、全体的には、引き続き節約志向、低価格志向は続き、

厳しい状況のまま推移いたしました。

  このような中、当社グループでは、生活者医療の担い手となる地域密着型店舗として独自のメガ・ドラッグスト

アの店舗展開を進め、健康と美容にフォーカスした差別化策を推進するべく医薬品、化粧品の専門性強化を図る一

方、生活者を支える雑貨や食品においては、品揃えや販売価格の見直しを行うこと等により、集客と固定客化に努め

てまいりました。

　出店につきましては、ドミナント化を推進するべく、既存地区である山形県に２店舗、福島県、長野県に各１店舗の

計４店舗を出店いたしました。また、茨城県の既存店舗に調剤薬局１件を併設いたしました。

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は587億33百万円（前年同期比0.5％増）、営業利益13億99百万円

（同15.4％減）、経常利益14億68百万円（同17.0％減）、四半期純利益8億40百万円（同17.0％減）となりました。

　当第１四半期連結会計期間の部門別の売上高は、医薬品部門が93億69百万円（同3.6％減）、化粧品部門が48億73

百万円（同1.5％増）、雑貨部門が171億3百万円（同0.1％増）、一般食品部門が273億87百万円（同2.0％増）とな

りました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、278億23百万円（前期末

比47億86百万円増）となりました。当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要

因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、56億92百万円（前年同期比15億88百万円増）となりました。これは主に、税金

等調整前四半期純利益14億62百万円及び仕入債務の増加額が45億85百万円あったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、７億55百万円（同６億99百万円減）となりました。これは主に、新規出店４店

舗に係る有形固定資産の取得に５億41百万円及び敷金の差入による支出が２億70百万円あったこと等によるも

のであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、１億50百万円（前年同期は13億39百万円の収入）となりました。これは主に、

長期借入による収入が60億円あったものの、長期借入金の返済が35億13百万円、短期借入金の返済が９億円、自己

株式の取得９億29百万円及び配当金の支払が８億７百万円あったことによるものであります。

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

（4）研究開発活動　

　該当事項はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画　

　当第１四半期連結会計期間において、計画していた設備計画のうち、完了したものは、次のとおりであります。

　また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。

会社名 所在地 設備の内容
投資額
（百万円）

完了年月
増加面積
（㎡）

株式会社カワチ薬品
東北地区 店舗新設 1,625　 平成22年５月　 8,505

甲信越・東海地区 店舗新設　 404平成22年５月　 3,838

計 ― ― 2,030　 ― 12,343

　（注）１　上記金額には、消費税等は含まれておりません。

２　増加面積は、建築面積を示しております。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 52,000,000

計 52,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年６月15日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年７月28日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 24,583,420 24,583,420
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株　

計 24,583,420 24,583,420 ― ―

　（注）提出日現在の発行数には、平成22年７月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は含まれておりません。
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（２）【新株予約権等の状況】

　　会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成18年６月８日定時株主総会

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月15日）

新株予約権の数  435個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 43,500株

新株予約権の行使時の払込金額 3,996円

新株予約権の行使期間
平成20年７月1日～

平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　3,996円

資本組入額　1,998円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割り当てを受けたものは、権利行使時にお

いても、当社の取締役もしくは監査役の地位にあることを

要す。ただし、任期満了による退任、定年退職、その他正当

な理由のある場合はこの限りではない。

　その他の条件は、本総会および新株予約権発行の取締役

会決議に基づき当社と新株予約権の割り当てを受けたも

のとの間で締結する「新株予約権付与契約」で定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を第三者に譲渡するためには、取締役会の承

認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

  （注）１　発行数は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる

株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち当該時点で権利行使されてい

ない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これ

を切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　発行価額は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割（または併合）の比率

３　払込価額は新株予約権発行後、時価を下回る価額で新株の発行(新株予約権及び新株引受権の行使の場合を除

く)を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものと

します。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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平成18年６月８日定時株主総会

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月15日）

新株予約権の数 995個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 99,500株

新株予約権の行使時の払込金額 3,996円

新株予約権の行使期間
平成20年７月1日～

平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　3,996円

資本組入額　1,998円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割り当てを受けたものは、権利行使時にお

いても、当社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にあ

ることを要す。ただし、任期満了による退任、定年退職、そ

の他正当な理由のある場合はこの限りではない。

　その他の条件は、本総会および新株予約権発行の取締役

会決議に基づき当社と新株予約権の割り当てを受けたも

のとの間で締結する「新株予約権付与契約」で定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を第三者に譲渡するためには、取締役会の承

認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

 （注）１　発行数は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる

株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち当該時点で権利行使されてい

ない新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これ

を切り捨てるものとします。

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２　発行価額は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割（または併合）の比率

３　払込価額は新株予約権発行後、時価を下回る価額で新株の発行(新株予約権及び新株引受権の行使の場合を除

く)を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものと

します。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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平成21年６月11日定時株主総会

 
第１四半期会計期間末現在
（平成22年６月15日）

新株予約権の数 1,338個

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ―

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数 133,800株

新株予約権の行使時の払込金額 1,868円

新株予約権の行使期間
平成23年８月１日～

平成26年７月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額

発行価格　　1,868円

資本組入額　　934円

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割り当てを受けたものは、権利行使時にお

いても、当社の取締役、監査役もしくは従業員の地位にあ

ることを要す。ただし、任期満了による退任、定年退職、そ

の他正当な理由のある場合はこの限りではない。

　その他の条件は、本総会および新株予約権発行の取締役

会決議に基づき当社と新株予約権の割り当てを受けたも

のとの間で締結する「新株予約権付与契約」で定めると

ころによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権を第三者に譲渡するためには、取締役会の承

認を要する。

代用払込みに関する事項 ―

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ―

  （注）１　発行数は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により新株予約権の目的たる

株式の数を調整するものとする。ただし、かかる調整は本件新株予約権のうち当該時点で権利行使されていな

い新株予約権の目的たる株式の数についてのみ行われ、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切

り捨てるものとします。 

調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率

２  発行価額は権利付与日以降、当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により調整し、調整により

生じる１円未満の端数は切り上げます。

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１

分割（または併合）の比率

３　払込価額は新株予約権発行後、時価を下回る価額で新株の発行(新株予約権及び新株引受権の行使の場合を除

く)を行う場合は、次の算式により払込金額を調整し、調整により生じる１円未満の端数は切り上げるものと

します。

 
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後払込金額＝調整前払込金額×
１株当たりの時価

既発行株式数＋新規発行株式数
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高（百万円）

 平成22年３月16日～

平成22年６月15日
－ 24,583,420 － 13,001 － 14,882

 

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成22年３月15日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】　　

　 （平成22年６月15日現在）

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　　1,000
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

24,579,900
245,799 －

単元未満株式 普通株式　　2,520 － －

発行済株式総数 24,583,420 － －

総株主の議決権 － 245,799 －

　（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には当社所有の自己株式９株が含まれております。

　

 

②【自己株式等】

（平成22年６月15日現在）

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式） 　     

株式会社カワチ薬

品

栃木県小山市大字

卒島1293番地
1,000 － 1,000 0.00

計 － 1,000 － 1,000 0.00

　(注)１　当第１四半期会計期間末の自己株式数は、501,017株であります。 

　　　２　平成22年４月28日開催の取締役会決議に基づき、当第１四半期会計期間中に500,000株の自己株式の買付を行　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　っております。

 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月

最高（円） 1,960 2,010 1,929

最低（円） 1,764 1,742 1,653

　（注）１　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部の株価によるものであります。

２　月別の最高・最低株価は、暦月で表示しております。

　

３【役員の状況】

　　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社カワチ薬品(E03356)

四半期報告書

12/25



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。  

　なお、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月16日から平成21年６月15日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表

規則に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成22年３月16日から平成22年６月15日まで）及び当第１四半期連結累

計期間（平成22年３月16日から平成22年６月15日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成してお

ります。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成21年３月16日から平

成21年６月15日まで）に係る四半期連結財務諸表並びに当第１四半期連結会計期間（平成22年３月16日から平成22

年６月15日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成22年３月16日から平成22年６月15日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、東陽監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月15日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月15日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 27,903 23,116

売掛金 1,371 1,239

商品 19,210 17,812

貯蔵品 11 13

その他 3,130 3,929

流動資産合計 51,628 46,111

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※
 42,856

※
 42,275

土地 57,526 57,515

その他（純額） ※
 3,408

※
 3,852

有形固定資産合計 103,791 103,643

無形固定資産

のれん 325 371

その他 5,059 5,127

無形固定資産合計 5,384 5,499

投資その他の資産

敷金及び保証金 8,720 8,527

その他 2,619 2,676

投資その他の資産合計 11,340 11,203

固定資産合計 120,516 120,346

資産合計 172,144 166,458

負債の部

流動負債

買掛金 38,292 33,706

短期借入金 14,387 14,690

未払法人税等 746 1,973

賞与引当金 1,412 881

その他 4,823 3,776

流動負債合計 59,663 55,028

固定負債

長期借入金 22,837 20,948

退職給付引当金 3,971 3,869

役員退職慰労引当金 444 430

その他 510 516

固定負債合計 27,764 25,765

負債合計 87,428 80,793

EDINET提出書類

株式会社カワチ薬品(E03356)

四半期報告書

14/25



（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月15日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月15日)

純資産の部

株主資本

資本金 13,001 13,001

資本剰余金 14,882 14,882

利益剰余金 57,705 57,725

自己株式 △933 △3

株主資本合計 84,656 85,605

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △25 △21

評価・換算差額等合計 △25 △21

新株予約権 86 80

純資産合計 84,716 85,664

負債純資産合計 172,144 166,458
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月16日
　至　平成21年６月15日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月16日
　至　平成22年６月15日)

売上高 58,459 58,733

売上原価 46,404 46,959

売上総利益 12,054 11,774

販売費及び一般管理費 ※
 10,400

※
 10,375

営業利益 1,653 1,399

営業外収益

受取利息 11 12

協賛金収入 65 17

受取手数料 107 110

受取賃貸料 107 98

その他 23 16

営業外収益合計 314 255

営業外費用

支払利息 119 108

支払手数料 30 30

賃貸収入原価 29 27

その他 20 19

営業外費用合計 199 186

経常利益 1,768 1,468

特別損失

固定資産売却損 10 2

固定資産除却損 9 2

その他 － 1

特別損失合計 19 6

税金等調整前四半期純利益 1,748 1,462

法人税等 736 622

四半期純利益 1,012 840
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年３月16日
　至　平成21年６月15日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年３月16日
　至　平成22年６月15日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,748 1,462

減価償却費 1,247 1,175

のれん償却額 46 46

固定資産除却損 9 2

賞与引当金の増減額（△は減少） 605 531

退職給付引当金の増減額（△は減少） 92 101

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 16 14

受取利息及び受取配当金 △11 △12

支払利息 119 108

有形固定資産売却損益（△は益） 10 2

売上債権の増減額（△は増加） 190 △132

たな卸資産の増減額（△は増加） △788 △1,395

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,443 801

仕入債務の増減額（△は減少） 436 4,585

その他 390 216

小計 5,558 7,509

利息及び配当金の受取額 0 0

利息の支払額 △117 △107

法人税等の支払額 △1,337 △1,710

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,103 5,692

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,268 △541

有形固定資産の売却による収入 0 2

無形固定資産の取得による支出 △88 △29

長期前払費用の取得による支出 △11 △5

敷金の差入による支出 △160 △270

敷金及び保証金の回収による収入 76 87

その他 △3 △0

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,455 △755

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △900

長期借入れによる収入 5,500 6,000

長期借入金の返済による支出 △3,358 △3,513

自己株式の取得による支出 － △929

配当金の支払額 △802 △807

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,339 △150

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,987 4,786

現金及び現金同等物の期首残高 21,178 23,037

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 25,166

※
 27,823
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 　　　該当事項はありません。　

 

【簡便な会計処理】

　

　
 
 

当第１四半期連結会計期間 
（自　平成22年３月16日 
 至　平成22年６月15日）

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 　繰延税金資産の回収可能性の判断に関して、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるの

で、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングを利用する方法により算定しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

税金費用の計算 　税金費用の計算において、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税

効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月15日）

前連結会計年度末
（平成22年３月15日）

※　有形固定資産の減価償却累計額は、52,240百万円であり

ます。

 

※　有形固定資産の減価償却累計額は、51,352百万円であり

ます。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年６月15日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　 次のとおりであります。

給料手当 3,887百万円

減価償却費 1,247 

賃借料 1,244 

賞与引当金繰入額 605 

退職給付費用 111 

 

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

　 次のとおりであります。

給料手当 3,948百万円

減価償却費 1,175 

賃借料 1,302 

賞与引当金繰入額 531 

退職給付費用 127 

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年６月15日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

※ 　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　 貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年６月15日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 25,242

預入期間が３か月を超える定期預金 △76

現金及び現金同等物 25,166

  

※　 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　 貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年６月15日現在）

 （百万円）

現金及び預金勘定 27,903

預入期間が３か月を超える定期預金 △79

現金及び現金同等物 27,823
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（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成22年６月15日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成22年３月16日　至　

平成22年６月15日）

１．発行済株式の種類及び総数

  普通株式　　　　24,583,420株 

 

２．自己株式の種類及び株式数

  普通株式　　　　501,017株 

  

３．新株予約権等に関する事項

  ストック・オプションとしての新株予約権

  新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　　親会社　　86百万円　　

   

４．配当に関する事項

  　 配当金支払額
 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月８日

定時株主総会
普通株式 860 35 平成22年３月15日平成22年６月９日 利益剰余金

　

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、当第１四半期連結会計期間において、平成22年４月28日開催の取締役会における自己株式の取得決議

に基づき、自己株式の取得を行いました。この自己株式の取得及び単元未満株式の買取りにより、当第１四半期

連結会計期間において、自己株式が929百万円増加し、当第１四半期連結会計期間末において自己株式が933百

万円となりました。　 

　

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

　当社グループは、全て同一セグメントに属するため、該当事項はありません。

 

【所在地別セグメント情報】

　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

 

【海外売上高】

　海外売上高がないため、該当事項はありません。 
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成22年６月15日）

前連結会計年度末
（平成22年３月15日）

１株当たり純資産額 3,514.20円 １株当たり純資産額 3,481.51円

２．１株当たり四半期純利益金額

前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年６月15日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

１株当たり四半期純利益金額 41.18円

　なお、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載してお

りません。

  

  

１株当たり四半期純利益金額 34.32円

　なお、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額については、

希薄化効果を有している潜在株

式が存在しないため記載してお

りません。

  

  

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成21年３月16日
至　平成21年６月15日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成22年３月16日
至　平成22年６月15日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（百万円） 1,012 840

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益（百万円） 1,012 840

期中平均株式数（株） 24,582,460 24,473,987

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

　

　― 

　

　― 

 

（重要な後発事象）

　　　該当事項はありません。
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２【その他】

 　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年７月27日

株式会社カワチ薬品

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中野　敦夫　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小杉　真剛　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワチ薬品

の平成21年３月16日から平成22年３月15日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成21年３月16日から平成21

年６月15日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査

法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワチ薬品及び連結子会社の平成21年６月15日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年７月27日開催の取締役会において、従業員に対しストックオプ

ションとして新株予約権を発行することを決議した。　

　

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年７月28日

株式会社カワチ薬品

取締役会　御中

東陽監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 前原　一彦　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 小杉　真剛　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社カワチ薬品

の平成22年３月16日から平成23年３月15日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成22年３月16日から平成22

年６月15日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成22年３月16日から平成22年６月15日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワチ薬品及び連結子会社の平成22年６月15日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。　
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